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『
義
注
和
名
類
衆
抄
』
の
塞
注
部
分
に
お
け
る
俗
語
､
方
言
に
つ
い
て
の
考
察

山

　

　

本

　

智

　

美

は
じ
め
に

一
､
照
合
す
る
俗
語
･
方
言
の
取
捨
基
準

狩
谷
植
斎
の
『
筆
圧
和
名
類
衆
抄
』
(
以
下
『
筆
圧
』
と
省
略
)
は
､
平
安
時

代
の
古
辞
書
『
和
名
類
衆
抄
』
の
研
究
書
と
し
て
'
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
｡

こ
れ
は
､
『
和
名
類
衆
抄
』
の
異
本
を
考
証
L
t
そ
れ
に
詳
細
な
注
を
付
け
加

え
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
注
に
は
'
俗
語
や
方
言
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
'

当
時
の
言
葉
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
｡
本
稿
で
は
､
そ
の
俗
語
や

方
言
を
対
象
に
､
椴
斎
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
語
菜
を
収
集

し
た
の
か
を
調
査
す
る
｡
こ
れ
は
､
『
筆
圧
』
成
立
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
'
各
資
料
の
享
受
の
一
端
を
知
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
｡
ま
た
'
こ
の

調
査
を
通
じ
て
'
俗
語
･
方
言
の
収
録
に
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
を

考
察
す
る
｡

調
査
の
方
法
は
'
筆
圧
部
分
か
ら
俗
語
･
方
言
を
抽
出
し
'
柄
斎
が
使
用
し

た
資
料
と
照
合
L
t
引
用
の
有
無
を
調
べ
る
｡

<
俗
語
>
は
､
｢
今
俗
呼
｣
等
の
書
き
出
し
の
あ
る
語
嚢
と
す
る
｡
こ
れ
ら

の
語
嚢
は
､
漠
字
音
で
一
字
一
昔
表
記
(
以
下
'
こ
れ
を
真
仮
名
表
記
と
す
る
)

さ
れ
て
い
る
も
の
と
'
通
常
の
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
､
両
者
の
混
在
す

る
も
の
と
が
あ
る
｡
他
資
料
と
の
照
合
の
際
､
俗
語
･
方
言
の
正
確
な
読
み
が

必
要
だ
が
､
漢
字
表
記
の
も
の
の
中
に
は
読
み
に
揺
れ
が
生
じ
る
も
の
も
あ
る
｡

そ
の
た
め
'
漢
字
表
記
の
も
の
は
対
象
か
ら
外
し
､
真
仮
名
表
記
の
も
の
の
み

を
対
象
と
し
た
｡

例
一寄

-
(
音
輿
レ
溜
同
'

和
名
阿
末
之
太
利
､
○
-
今
俗
呼
二
阿
末
太
穫
二
下
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巻次 ��ﾘﾎ｢�方言 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�計 

1 �3R�2 ���ｲ�38 

2 塔2�6 �2�92 

3 鼎B�6 �2�53 

4 鉄R�6 ���61 

5 鼎R�1 ���46 

6 �#B�13 ���37 

7 �3��ll ���42 

8- 塔��84 ���165 

9 都��15 ���935 

10 �3��ll ���50 

計 鉄�R�155 途�677 

線
は
引
用
者
に
よ
る
｡
以
下
同
じ
】
)
【
注
こ

『
毒
注
』
巻
一
天
地
部
　
二
十
六
裏

例
二窮

鬼
･
･
･
(
師
説
伊
度
須
太
寓
'
○
-
今
俗
所
レ
謂
射
劃
是
也
､
)

『
筆
圧
』
巻
一
天
地
部
　
四
十
二
表

『
茎
注
』
巻
二
　
疾
病
部
　
七
十
表

例
一
は
真
仮
名
の
み
の
表
記
で
あ
り
'
例
二
は
通
常
の
漢
字
表
記
で
あ
る
｡
本

調
査
で
対
象
と
な
る
の
は
例
1
で
'
例
二
は
対
象
か
ら
外
し
た
｡
ま
た
'
漢
字

表
記
に
真
仮
名
が
混
在
す
る
も
の
も
'
対
象
か
ら
外
し
た
｡

<
方
言
>
は
'
同
じ
-
隻
注
部
分
に
地
方
名
を
伴
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
語

嚢
と
す
る
｡
｢
今
｣
あ
る
い
は
｢
今
俗
｣
と
い
う
書
き
出
し
は
な
-
て
も
取
り

上
げ
た
｡
こ
れ
も
'
俗
語
の
場
合
と
同
様
に
､
真
仮
名
表
記
の
も
の
の
み
を
調

査
対
象
と
し
た
｡
他
資
料
と
の
照
合
の
際
'
方
言
の
場
合
は
'
語
桑
と
そ
の
地

方
も
併
せ
て
考
察
す
る
｡
次
の
例
三
の
場
合
'
伊
予
の
方
言
で
｢
エ
フ
ツ
ツ
｣

と
し
て
取
り
出
す
｡

ま
た
､
例
四
の
場
合
'
俗
語
で
も
な
-
 
､
特
定
の
地
方
の
方
言
で
も
な
い
の
で
､

<
そ
の
他
>
と
分
類
し
た
｡
｢
郡
人
｣
　
の
他
､
｢
舟
人
｣
な
ど
の
言
葉
も
こ
れ

に
分
類
し
た
｡

以
上
の
条
件
で
俗
語
･
方
言
を
取
り
出
し
た
結
果
､
俗
語
が
五
一
五
例
'
方

言
が
一
六
六
例
'
そ
の
他
が
七
例
と
な
っ
た
｡

二
㌧
巻
毎
の
俗
語
･
方
言
の
分
布

植
斎
が
隻
注
部
分
に
記
述
し
て
い
る
俗
語
･
方
言
を
巻
毎
に
集
計
す
る
と
'

次
の
表
の
よ
う
に
な
る
｡

表
一
俗
語
･
方
言
の
分
布

例
三長

庚
-
(
此
間
云
'
由
布
都
々
､
○
-
今
俗
呼
二
宵
明
星
一
､
谷
川
氏
士

浦
臼
'
伊
務
郡
人
'
今
猶
呼
二
由
布
都
々
J
t
)

『
築
注
』
巻
一
天
地
部
　
十
六
表

例
四

＼

…

ノ

零
乱
-
(
零
乱
俗
云
之
利
輿
理
久
智
輿
理
古
久
夜
万
比
○
-
今
有
下
郡
人

謂
レ
尿
夢
l
波
利
古
久
T
放
屈
呼
二
倍
古
久
1
者
上
'
)
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巻

巻
次
に
よ
っ
て
多
少
が
あ
る
の
は
'
部
立
て
に
よ
っ
て
俗
語
･
方
言
が
生
ま
れ

や
す
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
俗
語
は
巻
二
㌧
八
'

九
で
多
-
､
巻
八
は
'
特
に
方
言
が
多
い
｡
巻
八
は
龍
魚
部
'
亀
貝
部
'
虫
考

部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
'
方
言
が
生
じ
や
す
い
た
め
で
あ
る
｡
巻
二
は
形
健
部
'

疾
病
部
'
術
蛮
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
'
方
言
は
少
な
い
が
､
形
腰
部
'
疾
病

部
で
の
俗
語
が
多
い
｡
巻
九
は
稲
穀
部
'
莱
読
部
'
果
蔵
部
で
構
成
さ
れ
て
お

i
,
.
こ
れ
も
俗
語
が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

方
言
が
偏
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
'
植
斎
が
参
考
資
料
と
し
て
本
草
書
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
本
草
書
で
は
､
植
物
'
昆
虫
'
魚
類
な
ど

の
方
言
を
多
-
収
録
し
て
お
り
'
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
方
言
数
が
多
-
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
｡

扱
う
｡
な
お
'
こ
の
『
求
古
楼
書
目
』
に
は
､
｢
和
訓
莱
』
の
名
も
挙
が
っ
て

い
る
｡
他
の
も
の
は
記
載
が
な
い
が
'
抄
目
録
で
あ
る
た
め
'
遺
漏
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
｡
こ
う
し
て
取
り
上
げ
た
植
斎
の
参
考
資
料
【
注
二
】

も
の
で
あ
る
｡

は
'
以
下
の

『
大
和
本
草
』
　
貝
原
益
軒
著
　
宝
永
五
年
(
一
七
〇
八
)
序
｡

『
和
漢
三
才
図
絵
』
　
寺
島
良
安
著
　
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)

り

〇
千

『
東
雅
』
　
新
井
白
石
著
　
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
成
立
｡

『
物
類
称
呼
』
　
越
谷
吾
山
著
　
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
刊
｡

『
和
訓
莱
』
　
谷
川
士
清
著
　
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
第
一
編
刊
｡

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
　
小
野
蘭
山
著
　
文
化
三
年
二
八
〇
六
)
刊
｡

三
㌧
照
合
す
る
資
料
に
つ
い
て

『
集
注
』
を
見
る
と
'
例
三
の
よ
う
に
'
参
考
に
し
た
資
科
名
や
そ
の
著
者

名
が
度
々
見
ら
れ
る
｡
こ
こ
か
ら
も
'
植
斎
が
『
筆
任
』
を
著
す
に
あ
た
っ
て
'

様
々
な
資
料
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
例
三
の
｢
谷
川
氏
士
浦
臼
｣

は
'
谷
川
士
清
の
こ
と
で
あ
り
､
そ
の
著
書
『
和
訓
莱
』
を
引
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
に
も
'
小
野
蘭
山
'
新
井
白
石
ら
の
名
前
が
見
ら
れ
る
｡

こ
こ
か
ら
'
俗
語
･
方
言
の
参
考
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
を
推
定
し
'

照
合
に
用
い
た
｡

ま
た
'
植
斎
の
蔵
書
の
抄
目
録
『
求
古
楼
書
目
』
が
残
っ
て
い
る
｡
そ
こ
に
､

方
言
辞
典
『
物
類
称
呼
』
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
'
こ
れ
も
参
考
資
料
と
し
て

各
資
料
と
筆
圧
部
分
の
俗
語
･
方
言
と
各
資
料
と
を
照
合
L
t
語
桑
や
記
述

の
1
敦
を
も
と
に
引
用
の
有
無
を
調
べ
た
｡
中
に
は
'
複
数
の
資
料
と
l
致
し

た
た
め
も
ど
の
資
料
に
よ
っ
た
の
か
判
別
し
が
た
く
保
留
し
た
も
の
も
あ
っ

た
｡
ま
た
'
単
に
語
桑
が
一
致
し
た
か
ら
と
い
っ
て
､
そ
れ
が
す
な
わ
ち
引
用

で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
各
資
料
と
の
照
合
で
一
致
数
を
出
し

た
が
､
そ
れ
は
引
用
程
度
の
参
考
と
し
て
お
-
｡
ま
た
'
一
致
数
の
多
寡
と
と

も
に
'
『
筆
圧
』
中
に
見
ら
れ
る
各
資
料
の
編
著
者
名
の
数
も
引
用
程
度
の
参

考
と
す
る
｡
以
下
'
各
資
料
毎
に
分
け
'
植
斎
が
こ
れ
ら
の
資
料
を
ど
の
よ
う

に
用
い
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
｡
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四
'
各
資
料
と
の
照
合

-
　
『
大
和
本
草
』
と
の
照
合

『
大
和
本
草
』
は
'
今
回
扱
う
資
料
の
中
で
は
最
も
成
立
が
古
く
宝
永
五

午
(
一
七
〇
八
)
'
著
者
は
貝
原
益
軒
で
あ
る
｡
『
大
和
本
草
』
は
'
当
時
隆

盛
を
見
せ
始
め
て
い
た
博
物
学
を
大
き
-
前
進
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
'
後
の
小

野
蘭
山
著
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
｡
棉
斎
が

『
大
和
本
草
』
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
は
'
次
の
記
述
か
ら
わ
か
る
｡

例
六

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

＼

′

＼

/

＼

/

＼

/

温
琴
-
(
音
終
'
古
保
頑
､
○
-
貝
原
氏
日
'
西
固
有
二
古
於
保
禰
∴

小
二
於
波
多
野
大
根
1
'
【
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
.
以
下
同
じ
】
)

『
隻
注
』
巻
九
　
菜
読
部
　
四
十
表

例
七

＼

く

/

巨

ハ

タ

野
菜
萄
-
今
案
西
土
ノ
小
大
根
相
州
ノ
波
多
野
大
根
是
ナ
リ
　
根
細
長
波

コ

多
野
大
根
ハ
小
オ
ホ
ネ
ヨ
リ
大
ナ
リ
　
別
物
一
類
ナ
リ
-

『
大
和
本
草
』
巻
五
　
菜
読
類

『
大
和
本
草
』
の
語
嚢
で
'
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
'
見
出
し
語
の
振
り

仮
名
'
本
文
中
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
る
俗
語
及
び
方
言
'
本
文
中
に
振

り
仮
名
を
打
た
れ
て
い
る
俗
語
及
び
方
言
の
三
種
類
で
あ
る
｡

『
萎
注
』
と
'
こ
れ
ら
の
語
を
照
合
し
た
結
果
'
七
例
の
1
敦
が
見
ら
れ
た
｡

こ
の
う
ち
方
言
は
二
例
あ
る
｡
こ
の
一
致
数
は
'
今
回
の
参
考
資
料
の
中
で
最

も
少
な
い
も
の
で
あ
る
｡
ま
た
'
毒
注
部
分
に
益
軒
の
名
が
あ
り
､
明
ら
か
に

『
大
和
本
草
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
わ
か
る
の
は
'
例
六
の
み
で
あ
る
｡
な

お
'
こ
の
｢
コ
オ
ホ
ネ
｣
に
つ
い
て
は
'
他
に
『
和
訓
莱
』
に
も
記
述
が
あ
る
｡

例
八

『
和
訓
莱
』
上

こ
お
は
ね
　
和
名
抄
に
温
存
を
訓
せ
り
菜
蔵
に
同
じ

頼
斎
は
『
和
訓
莱
』
も
参
考
資
料
と
し
て
い
た
が
'
こ
れ
ら
三
者
の
記
述
を

比
較
す
る
と
'
こ
の
項
で
は
『
和
訓
莱
』
で
は
な
-
『
大
和
本
草
』
の
記
述
を

参
考
に
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
｡

『
大
和
本
草
』
で
は
'
同
じ
本
草
書
で
あ
る
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
比
べ
て

方
言
の
収
録
数
が
少
な
い
が
'
『
隻
注
』
と
の
一
致
例
で
は
'
も
う
一
例
方
言

の
引
用
が
あ
る
｡

例
九櫓

榔
-
(
賓
郎
二
音
､
-
○
本
草
和
名
云
'
和
名
阿
知
末
佐
'
-
斎
宮
式

櫓
榔
葉
'
及
積
榔
毛
車
､
皆
謂
二
蒲
葵
∴
今
俗
亦
呼
二
蒲
葵
丁
寧
兎
良
字
.
'

＼

蔓

封
馬
呼
二
呉
波
l
)

『
毒
注
』
巻
十
　
草
木
部
　
百
十
三
裏

例
十ビ

レ

ウ

蒲
葵
[
和
名
]
ビ
ロ
ウ
　
ビ
レ
ウ
-
今
案
二
蒲
葵
其
菜
椋
欄
葉
二
似
テ
ヒ
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＼

/

き

ノ

ロ
シ
-
対
馬
ニ
テ
ハ
ゴ
ハ
ト
云

『
大
和
本
草
』
巻
十
二
　
木
之
下
　
雑
木
類

こ
の
｢
ゴ
ハ
｣
は
'
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
を
含
む
他
の
参
考
資
料
に
は
掲
載

さ
れ
て
お
ら
ず
'
梗
斎
が
『
大
和
本
草
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

参
考
資
料
と
の
一
致
を
見
る
際
に
'
記
述
部
分
の
一
致
も
参
考
と
し
た
が
,
請

嚢
の
一
致
例
で
'
『
大
和
本
草
』
の
記
述
も
引
用
さ
れ
て
い
た
の
は
'
二
例
だ

け
で
あ
っ
た
｡
う
ち
一
例
を
挙
げ
る
が
'
『
筆
任
』
で
は
､
『
大
和
本
草
』
の

記
述
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
｡

例
十
1

新
木
-
(
音
列
'
天
良
豆
豆
岐
､
○
-
和
名
啄
木
皆
訓
寺
豆
支
'
今
俗
呼
二

度
都
都
政
∴

-
舌
長
二
於
埜
'
其
端
有
レ
針
刺
啄
'
)

『
隻
注
』
巻
七
　
羽
族
部
　
二
十
表

例
十
二

テ
ラ
ツ
ツ
キ

啄
木
和
名
キ
ッ
ツ
キ
(
テ
ラ
ツ
､
キ
)

-
舌
長
ク
　
サ
キ
ニ
針
ア
リ

『
大
和
本
草
』
巻
十
五
　
小
鳥

と
は
､
平
安
時
代
の
称
呼
に
対
す
る
'
植
斎
の
時
代
の
称
呼
で
あ
る
｡
俗
語
は

｢
今
俗
呼
｣
な
ど
の
書
き
出
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
｢
今
俗
呼
｣
は
､

｢
現
在
の
称
呼
で
は
'
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
'
古
い
資
料
の
呼
称

の
引
用
を
控
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

ま
た
'
方
言
の
1
敦
が
少
な
い
理
由
と
し
て
'
『
大
和
本
草
』
の
後
に
'
『
本

草
綱
目
啓
蒙
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
｡
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
は
,

『
大
和
本
草
』
の
内
容
を
取
り
入
れ
て
､
さ
ら
に
詳
し
い
記
述
を
加
え
て
い
る
｡

方
言
の
収
集
に
も
力
を
注
い
で
お
り
'
そ
の
語
豊
里
は
『
大
和
本
草
』
と
比
べ

て
は
る
か
に
多
い
｡
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
'
『
大
和
本
草
』
か
ら
の
語
桑
の
引

用
が
少
な
-
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

し
か
し
'
『
大
和
本
草
』
に
は
'
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
語
嚢
や
記
述
が
あ
る
｡
例
九
を
を
は
じ
め
'
『
筆
圧
』
と
『
大
和
本
草
』

と
の
一
致
例
が
そ
う
で
あ
り
'
植
斎
は
は
そ
れ
ら
を
『
毒
注
』
に
引
用
し
て
い

る
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
『
大
和
本
草
』
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
補
足
的
資

料
と
し
て
便
周
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
｡
こ
の
こ
と
は
､
『
筆
圧
』
中
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
益
軒
と
蘭
山
の
名
の
数
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
蘭
山
は
五

十
二
箇
所
'
益
軒
は
十
五
箇
所
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
､
引
用
さ
れ
た
語
乗

数
だ
け
で
な
く
そ
の
記
述
の
引
用
で
も
'
蘭
山
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
椴
斎
は
『
大
和
本
草
』
を
参
考
資
料
と
し
て
い
た
の
だ
が
,

俗
語
･
方
言
の
一
致
は
少
な
い
｡
そ
の
理
由
と
し
て
､
『
大
和
本
草
』
の
成
立

が
『
集
注
』
の
起
稿
よ
り
百
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡

『
大
和
本
草
』
の
記
述
が
正
確
で
'
信
用
に
足
る
も
の
で
あ
っ
て
も
'
そ
の
称

呼
に
つ
い
て
は
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
う
る
｡
『
毒
注
』
に
お
け
る
俗
語

2
　
『
和
漢
三
才
図
絵
』
と
の
照
合

『
和
漢
三
才
図
絵
』
は
'
大
阪
在
住
の
医
者
､
寺
島
良
安
が
著
し
た
絵
入
り

の
百
科
事
典
で
あ
る
｡
そ
の
記
述
は
､
初
め
に
挿
し
絵
が
あ
り
'
そ
こ
に
見
出
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し
語
'
和
名
'
俗
語
が
書
か
れ
て
い
る
｡
そ
の
あ
と
に
'
本
文
が
続
く
｡
見
出

し
語
の
脇
に
'
振
り
仮
名
の
あ
る
こ
と
が
多
い
｡
方
言
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡

『
和
漢
三
才
図
絵
』
は
'
『
求
古
楼
書
目
』
に
記
載
が
な
い
が
'
『
毒
注
』

中
に
良
安
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
'
参
考
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

ニ

シ

ラ

フ

似
鳶
而
小
ク
有
二
日
彪
】

『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
四
十
四
　
山
禽
類
　
十
五

例
十
三

ヽ

ヽ

ヽ

簿
-
(
音
博
'
漢
語
抄
云
'
佐
比
都
恵
'
〇
･
･
･
寺
島
氏
日
'
今
俗
対
剖
矧

刈
矧
'
即
此
'
)

『
隻
注
』
巻
五
　
調
度
部
　
七
十
五
裏

例
十
四

さ
ひ
っ
ゑ

コ

ク

　

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

)

巨

簿
-
△
接
鋳
ハ
小
鍬
形
チ
微
タ
ル
折
鋤
卜
者
是
力
乎

て
を
の
く
は

『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
三
十
五
　
農
具
類
　
四

調
査
の
対
象
は
'
見
出
し
語
の
振
り
仮
名
'
俗
語
､
本
文
中
の
振
り
仮
名
の

っ
い
て
い
る
語
と
し
た
｡
『
和
漢
三
才
図
絵
』
の
俗
語
は
'
真
仮
名
で
書
か
れ

て
い
る
が
'
一
致
し
た
例
で
も
そ
の
文
字
遣
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
｡

例
十
五

ヽ

ヽ

ヽ

鶴
肇
‥
(
帝
肩
二
音
'
漢
語
抄
云
'
能
勢
'
○
-
寺
島
氏
日
'
豆
布
利
､

形
色
似
レ
鷺
'
有
二
日
彪
∴
今
俗
論
呼
二
宮
仙
倒
矧
.
I
)

『
隻
注
』
巻
七
　
羽
族
部
　
七
裏

『
筆
圧
』
で
は
'
｢
寺
島
氏
日
､
豆
布
利
､
｣
と
な
っ
て
い
る
が
'
『
和
漢
三

才
図
絵
』
で
は
｢
都
布
利
｣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
｡
良
安
の
名
が
あ
る
こ
と
か

ら
'
『
和
漢
三
才
図
絵
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
が
'
文
字
遣
い
ま

で
は
参
考
に
し
て
い
な
い
｡
文
字
遣
い
を
変
え
た
こ
と
に
は
'
何
ら
か
の
意
図

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
『
筆
圧
』
に
お
け
る
真
仮
名
の
文
字
遣
い
に
つ
い
て

は
､
ま
た
別
の
機
会
で
論
じ
て
み
た
い
｡

例
十
五
の
よ
う
に
'
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
も
'
仮
名
遣
い
が

一
致
し
て
い
な
い
例
が
あ
る
が
'
両
者
の
照
合
は
､
文
字
遣
い
の
一
致
も
考
慮

に
入
れ
て
行
っ
た
｡
そ
の
結
果
､
四
十
一
例
の
一
致
が
見
ら
れ
た
が
'
こ
の
中

に
方
言
の
一
致
は
な
か
っ
た
｡
方
言
の
一
致
が
な
か
っ
た
こ
と
は
'
『
和
漢
三

才
図
絵
』
に
は
方
言
が
あ
ま
り
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
､
『
和
訓

莱
』
や
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
な
ど
'
方
言
を
多
-
収
録
す
る
資
料
が
他
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡

植
斎
は
､
参
考
資
料
か
ら
単
に
語
嚢
だ
け
を
引
用
す
る
の
で
は
な
く
､
語
源

説
や
解
説
も
併
せ
て
引
用
す
る
こ
と
が
あ
る
｡
『
和
漢
三
才
図
絵
』
の
場
合
も
'

良
安
の
説
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
｡

鶴
子
　
(
和
名
都
布
利
'
俗
云
都
倶
利
'
)
△
按
橘
子
ハ
ノ
鶴
之
属
也
形
色

例
十
六

つ
ぶ
り
つ
ぐ
り

ハ
イ
タ
カ

例
十
七

木
瓜
-
(
音
茂
'

今
俗
呼
菩
計
､
)

本
草
木
瓜
'
毛
介
､
○
-
按
毛
介
'
即
木
瓜
之
音
縛
'
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例
十
人

『
毒
注
』
巻
十
　
草
木
部
　
百
表

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

木
瓜
･
･
･
(
和
名
毛
介
　
木
瓜
之
転
音
也
　
再
転
今
称
二
保
介
1
)

『
和
漢
三
才
図
絵
』
巻
八
十
七
　
山
果
類
　
七

両
者
の
記
述
に
は
ほ
と
ん
ど
差
違
が
な
い
が
'
｢
ボ
ケ
｣
の
表
記
が
違
っ
て

い
る
｡
椴
斎
の
文
字
遣
い
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
が
､
ボ
の
表
記
に
｢
保
｣

で
は
な
-
｢
菩
｣
を
使
っ
た
の
は
'
濁
音
表
記
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

械
者
が
'
真
仮
名
の
表
記
に
お
い
て
濁
音
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
'
次
の
例

に
も
表
れ
て
い
る
｡

名
を
明
記
す
る
の
は
'
そ
の
人
の
語
源
説
や
語
義
説
な
ど
を
引
用
す
る
と
き
が

多
い
｡
従
っ
て
'
良
安
の
名
が
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
'
『
和

漢
三
才
図
絵
』
の
記
述
を
あ
ま
り
引
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
実

際
に
､
『
和
漢
三
才
図
絵
』
と
の
語
嚢
の
一
致
例
の
中
で
'
記
述
部
分
と
も
一

致
し
た
数
は
八
例
に
過
ぎ
な
い
｡
こ
の
数
は
'
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
｡

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
'
『
和
漢
三
才
図
絵
』
は
'
他
の
資
料
の
補
足
的
な
資
料

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

3
　
『
東
雅
』
と
の
照
合

例
十
九

撃
‥
(
音
黍
'
加
良
須
慮
､
○
-
今
俗
或
呼
矧
矧
'

閏
字
濁
呼
､
)

『
毒
注
』
第
五
　
調
度
具
　
七
十
三
表

『
和
漢
三
才
図
絵
』
と
の
一
致
数
は
四
十
一
例
で
'
こ
れ
は
'
本
調
査
で
使

用
し
た
参
考
資
料
中
の
三
番
目
の
数
に
な
る
が
'
椴
斎
は
『
和
漢
三
才
図
絵
』

は
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
な
ぜ
な
ら
'

『
毒
注
』
中
に
良
安
の
名
は
五
箇
所
に
し
か
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
『
和

漢
三
才
図
絵
』
と
同
じ
百
科
事
典
で
は
な
い
が
'
こ
れ
と
同
じ
く
､
語
嚢
を
総

合
的
に
収
録
し
て
い
る
も
の
に
『
和
訓
莱
』
が
あ
る
｡
『
和
訓
莱
』
と
の
一
致

数
は
五
十
五
例
で
あ
り
'
一
致
数
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
い
｡
し
か
し
'
そ
の

著
者
谷
川
士
清
の
名
は
百
十
箇
所
に
見
ら
れ
る
｡
植
着
が
参
考
資
料
の
編
著
者

『
東
雅
』
は
新
井
白
石
の
著
書
で
'
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
に
成
立
し
た

語
源
研
究
書
で
あ
る
｡
語
源
の
他
に
も
'
多
-
の
俗
語
を
収
録
し
て
い
る
｡

記
述
の
内
容
は
'
見
出
し
語
'
和
訓
'
語
義
'
語
源
を
記
し
'
改
行
し
て
俗

語
と
そ
れ
に
関
す
る
記
述
が
続
-
｡
和
訓
､
俗
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い

る
｡
方
言
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
､
数
は
少
な
い
｡
照
合
の
対
象
に
し
た

の
は
'
こ
の
俗
語
と
方
言
､
本
文
中
に
振
り
仮
名
の
あ
る
語
と
し
た
｡
ま
た
'

一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
で
は
'
『
東
雅
』
の
語
源
説
も
引
用
さ
れ
て

い
る
か
も
考
慮
に
入
れ
た
｡
そ
の
結
果
､
二
十
二
例
の
一
致
が
見
ら
れ
た
｡
こ

の
う
ち
方
言
の
一
致
は
二
例
見
ら
れ
た
｡
ま
ず
方
言
の
一
致
例
を
挙
げ
て
お
く
｡

例
二
十

反
樽
-
(
久
流
関
税
'
揚
氏
漢
語
抄
説
同
､
〇
･
･
･
今
俗
呼
二
万
比
波
一
者
'

ヽ

ヽ

ヽ

蓋
是
'
新
井
氏
日
t
 
A
戴
鄭
猶
呼
.
久
流
関
税
1
 
㌧
)
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『
筆
任
』
巻
六
　
調
度
部
　
六
十
裏

例
二
十
1

反
韓
　
ク
ル
ベ
キ
-
此
器
を
カ
セ
ワ
と
も
い
ひ
｡
マ
ヒ
バ
と
も
い
ふ
な
り
｡

説
を
信
用
し
て
い
た
の
か
が
伺
え
る
｡
例
二
十
'
二
十
二
と
も
に
語
嚢
だ
け
の

引
用
で
あ
っ
た
が
､
白
石
の
語
源
説
を
引
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
｡

方
言
の
同
じ
か
ら
ぬ
に
や
.
即
A
恵
に
は
｡

ク
ル
ベ
キ
と
い
ふ
な
り
｡

マ

マ

麻
を
ク
リ
て
へ
ぬ
る
も
の
な
れ
ば
｡
ク
ル
ヘ
キ
と
い
ふ
に
や
｡

『
東
雅
』
巻
九
　
器
用

例
二
十
四

泥
･
･
･
(
奴
低
反
'
和
名
比
知
利
古
'
云
古
比
知
,
○
-
掛
掛
か
日
,
土

例
二
十
二

ヽ

鯵
車
-
(
蘇
遭
反
'
-
訓
久
流
'
漢
語
抄
云
'
鯵
車
'
於
保
賀
､
○
-
新

掛
氏
日
,
惑
鄭
俗
呼
二
加
奈
和
久
○

『
筆
任
』
巻
六
　
調
度
部
　
六
十
一
表

子
之
義
'
利
助
語
､
古
輿
卜
砂
訓
-
須
奈
古
-
之
戸
同
'
常
葉
集
,
水
土

手
訓
二
古
比
知
∴
又
見
後
撰
琴
､
今
俗
呼
･
封
矧
▲
'
)

『
筆
圧
』
巻
一
天
地
部
　
六
十
表

例
二
十
五

泥
　
ヒ
チ
リ
コ

慎
恒
匡
廿
と
も
い
ふ
と
見
え
た
り
｡
ヒ
チ
と
い
ふ
は

例
二
十
三

操
車
　
ヲ
ホ
ガ
'
和
名
抄
に
繰
読
み
て
ク
ル
と
い
ふ
｡
･
･
･
即
A
棄
之
俗

土
也
｡
り
と
云
ふ

助
に
て
｡

詞
に
同
じ
き
也
｡

『
東
雅
』
巻
九
　
器
用

は
カ
ナ
ワ
ク
と
い
ふ
な
り
｡
ヲ
ポ
カ
の
義
不
詳
｡

方
言
の
1
致
例
は
こ
れ
だ
け
だ
が
'
こ
の
二
語
は
'
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ

ず
'
『
東
雅
』
だ
け
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
二
例
も
そ
う
だ

が
'
こ
う
し
て
一
致
し
た
も
の
に
は
'
白
石
の
名
を
挙
げ
て
記
述
を
引
用
し
た

も
の
が
多
い
｡
二
十
二
例
中
十
二
例
に
白
石
の
名
が
あ
り
､
そ
の
語
源
説
を
引

用
し
て
い
る
｡
『
隻
注
』
全
体
で
は
､
八
十
三
箇
所
に
白
石
の
名
が
挙
が
っ
て

い
る
｡
前
述
の
よ
う
に
､
植
斎
が
人
名
を
記
す
の
は
､
そ
の
人
の
説
を
引
用
し

た
場
合
が
多
く
単
に
語
嚢
だ
け
を
引
用
す
る
と
き
に
は
記
さ
な
い
傾
向
が
あ

る
｡
前
述
の
良
安
が
五
箇
所
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
も
'
い
か
に
白
石
の

コ
と
い
う
は
｡
ス
ナ
ゴ
な
ど
い
ふ
コ
の

俗
に
は
ド
ロ
と
い
ふ
｡
其
義
未
詳
｡『

東
雅
』
巻
二
　
地
輿

こ
こ
で
は
'
白
石
の
語
源
説
を
引
用
し
て
い
る
が
'
｢
コ
は
砂
を
ス
ナ
ゴ
と

訓
ず
る
の
コ
と
同
じ
｣
の
部
分
と
'
｢
今
俗
に
ド
ロ
と
呼
ぶ
｣
の
間
に
あ
る
,

｢
万
葉
集
に
'
水
土
手
を
コ
ヒ
チ
と
訓
じ
'
又
後
撰
集
に
も
見
え
る
｣
の
部
分

は
植
斎
に
よ
る
補
足
で
あ
る
｡
白
石
の
語
源
説
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
,

時
に
は
そ
れ
に
自
ら
補
足
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
あ
る
｡

例
二
十
六

ヽ

ヽ

ヽ

糠
-
(
音
康
'
奴
賀
'
○
-
新
井
氏
日
'
奴
賀
'
脱
也
'

蓋
脱
皮
之
省
'
)

『
筆
圧
』
巻
九
　
稲
穀
部
　
十
九
表
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例
二
十
七

ヌ
ク

穀
　
モ
ミ
-
ヌ
カ
と
は
ヌ
ク
也
　
又
ヌ
ク
と
は
脱
也
｡
其
実
の
脱
け
し

を
い
ふ
也
｡

『
東
雅
』
巻
十
三
　
穀
読

｢
ヌ
カ
｣
が
｢
脱
｣
を
語
源
と
す
る
こ
と
は
『
東
雅
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
て
い
る
が
'
そ
れ
が
｢
脱
皮
之
省
｣
で
あ
る
と
補
足
し
て
い
る
｡
椴
斎
は

参
考
資
料
を
盲
目
的
に
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
'
適
宜
自
説
を
取
り
入
れ

て
い
る
の
で
あ
る
｡

『
和
訓
莱
』
は
'
語
源
説
も
取
り
入
れ
て
お
り
'
ま
た
植
斎
も
こ
れ
を
度
々

引
用
し
て
い
る
｡
『
和
訓
莱
』
は
､
『
東
雅
』
よ
り
『
毒
注
』
と
の
語
桑
の
一

致
数
が
多
い
が
'
そ
の
『
和
訓
莱
』
で
は
な
-
『
東
雅
』
の
語
源
説
を
引
用
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
｡
例
二
十
四
で
は
'
『
東
雅
』
の
説
を
引
用
L
t
　
コ
は
ス

ナ
ゴ
の
コ
と
同
じ
'
と
し
て
い
た
｡
し
か
し
'
『
和
訓
莱
』
に
は
コ
ヒ
チ
の
語

義
説
と
し
て
'
｢
ヒ
チ
と
も
い
へ
ハ
エ
ハ
濃
な
る
へ
し
｣
(
巻
上
)
と
あ
る
が
'

こ
れ
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
｡
恐
ら
く
植
斎
は
『
和
訓
莱
』
の
説
も
知
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
｡
両
者
の
説
を
比
較
し
た
結
果
'
『
東
雅
』
の
説
を
取
り
入
れ

た
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
植
斎
は
､
『
東
雅
』
を
俗
語
や
方
言
の
資
料
と

し
て
よ
り
'
主
に
『
東
雅
』
本
来
の
､
語
源
説
の
資
料
と
し
て
使
用
し
て
い
た

の
で
あ
る
｡4

『
物
類
称
呼
』
と
の
照
合

『
物
類
称
呼
』
は
'
安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
に
刊
行
さ
れ
た
方
言
辞
典
で

あ
る
｡
『
物
類
称
呼
』
の
題
食
に
は
'
『
諸
国
方
言
　
物
類
称
呼
』
と
あ
り
'

全
国
の
方
言
が
収
録
さ
れ
て
お
り
'
当
時
の
方
言
を
知
る
上
で
'
貴
重
な
資
料

で
あ
る
｡

著
者
の
越
谷
吾
山
の
名
は
毒
注
部
分
に
は
な
い
が
､
『
物
類
称
呼
』
は
『
求

古
楼
書
目
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
解
説
は
簡
潔
に
割
り
注
で
書
か
れ
て
い
る

が
､
こ
れ
ら
は
『
毒
注
』
に
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
｡
一
致
し
た
の
は
方
言
だ

け
で
あ
り
'
そ
の
一
致
数
は
十
三
例
で
あ
っ
た
｡
『
物
類
称
呼
』
の
収
録
語
数

か
ら
考
え
て
'
こ
の
数
は
少
な
い
｡
ま
た
'
吾
山
の
名
が
筆
圧
部
分
に
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
併
せ
る
と
'
『
物
類
称
呼
』
を
資
料
と
し
て
重
視
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
｡

こ
の
理
由
と
し
て
'
『
物
類
称
呼
』
と
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
『
和
訓
莱
』
と
の

関
連
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
『
物
類
称
呼
』
と
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
で
は
､
『
本

草
綱
目
啓
蒙
』
が
『
物
類
称
呼
』
に
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
が

あ
る
｡
【
注
三
】
ま
た
一
方
で
'
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
'
『
物
類
称
呼
』

は
参
考
資
料
と
し
て
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
'
と
い
う
説
も
あ
る
｡
【
注

四
】
『
物
類
称
呼
』
と
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
の
方
言
の
一
致
が
見
ら
れ
る
の
は

事
実
で
あ
り
七
.
F
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
方
が
方
言
数
が
上
回
っ
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
｡

ま
た
'
『
物
類
称
呼
』
と
『
和
訓
莱
』
と
の
間
で
も
､
『
和
訓
莱
』
が
『
物

類
称
呼
』
を
参
考
資
料
に
し
て
い
る
と
い
う
説
【
注
五
】
､
『
物
類
称
呼
』
が
『
初

訓
莱
』
を
参
考
資
料
に
し
て
い
る
と
い
う
説
【
注
六
】
が
あ
る
｡
今
回
の
考
察

で
は
『
筆
圧
』
を
間
に
お
い
て
照
合
し
て
い
る
の
で
､
各
説
に
つ
い
て
は
言
及
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を
避
け
た
い
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
'
植
斎
ほ
ど
各
資
料
に
精
通
し
て
い
れ
ば
'
こ

の
三
者
の
関
連
に
は
気
づ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
｡
そ
こ
で
'
俗
語
資
料
と
し
て

は
『
和
訓
莱
』
を
優
先
し
'
方
言
資
料
と
し
て
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
『
物
類

称
呼
』
を
優
先
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

方
言
資
料
と
し
て
'
『
和
訓
莱
』
よ
り
『
物
類
称
呼
』
を
優
先
し
て
い
た
こ

と
は
'
次
の
例
で
知
ら
れ
る
｡

例
二
十
八

綜
-
(
蘇
続
反
'
閃
'
○
-
按
A
｢
戯
画
俗
呼

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

ノ

.

＼

ノ

＼

/

＼

/

加
左
利
㍉
関
東
俗
呼
二
加

計
以
登
J
 
t
)

『
隻
注
』
巻
六
　
五
十
五
表

例
二
十
九

か
ざ
り
(
稜
み
ち
を
わ
く
る
糸
也
)
n
醐
都
に
て
○
か
ざ
り
　
武
州
に
て

‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
/
＼
ノ
＼
/
＼
/

で
は
『
物
類
称
呼
』
と
同
じ
く
関
西
の
方
言
と
し
て
い
る
｡
『
和
訓
莱
』
と

の
方
言
の
一
致
が
わ
ず
か
五
例
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､
植
斎
が
『
和

訓
莱
』
を
方
言
資
料
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
の
よ

う
に
'
柄
斎
は
互
い
に
関
連
の
あ
る
『
物
類
称
呼
』
『
和
訓
莱
』
『
本
草
綱
目
啓

蒙
』
を
､
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
あ
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
｡

な
お
'
『
筆
圧
』
で
は
'
『
物
類
称
呼
』
で
武
州
と
な
っ
て
い
る
地
名
を
関

東
に
書
き
換
え
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
地
名
の
書
き
換
え
は
他
の
例
に
も
見
ら

れ
る
｡
武
州
を
関
東
に
書
き
換
え
た
の
は
､
関
西
と
対
比
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ

う
｡
ま
た
､
『
物
類
称
呼
』
の
方
言
の
う
ち
､
二
語
の
み
を
引
用
L
t
他
の
語

は
省
略
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
方
言
の
取
捨
は
､
他
の
資
料
と
の
間
で
も
見
ら

れ
る
｡
後
述
す
る
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
の
間
で
も
､
方
言
の
省
略
は
行
わ
れ

て
い
る
｡
こ
の
方
言
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
は
､
方
言
の
収
録
の
意
図
と
関
連

が
あ
る
の
で
後
述
し
た
い
｡

○
か
け
い
と
　
紀
州
に
て
○
あ
そ
び
　
下
総
に
て
○
あ
や
い
と
　
西
国
に

て
○
あ
ぜ
い
と
､
云

『
物
類
称
呼
』
巻
四

例
三
十

割
引
　
稜
み
ち
を
わ
く
る
機
具
也
　
義
姉
に
封
切
剰
　
下
総
に
あ
や

糸
　
西
国
に
あ
ぜ
糸
　
紀
州
に
あ
そ
ぴ
と
い
へ
り

『
和
訓
莱
』
後
編

5
　
『
和
訓
莱
』
と
の
照
合

｢
カ
ザ
リ
｣
は
『
和
訓
莱
』
で
は
方
言
で
は
な
く
'
見
出
し
語
と
な
っ
て
い
る

が
'
『
物
類
称
呼
』
で
は
関
西
の
方
言
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
『
筆
圧
』

谷
川
士
清
著
『
和
訓
莱
』
は
'
五
十
音
配
列
を
採
用
し
､
雅
語
'
俗
語
･
方

言
な
ど
を
広
-
収
集
し
た
国
語
辞
典
で
あ
る
｡
『
筆
圧
』
中
に
も
百
を
越
え
る

士
活
の
名
が
あ
り
'
参
考
資
料
と
し
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
｡

両
者
の
俗
語
の
一
致
は
五
十
例
､
方
言
の
一
致
は
五
例
で
あ
っ
た
｡

こ
の
一
致
数
は
'
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
次
ぐ
数
で
あ
る
が
'
方
言
の
一
致

数
は
少
な
い
｡
こ
れ
は
'
前
述
の
よ
う
に
方
言
資
料
と
し
て
『
和
訓
莱
』
を
重

視
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
｡
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例
三
十
1

鋸
-
(
音
稼
'

能
保
木
利
､
○
-
蓋
登
載
之
義
､

今
俗
呼
二
能
古
伎
利
J
 
㌔
)

『
筆
任
』
巻
五
　
調
度
部
　
八
十
七
表

例
三
十
二

の
こ
ぎ
り
　
鋸
を
い
ふ
の
は
ぎ
り
の
樽
な
り
-
西
園
に
て
.
の
こ
と
い
ひ
東

園
に
て
の
こ
ず
り
と
い
へ
り
の
ぼ
せ
き
り
な
り

『
和
訓
莱
』
中

こ
こ
で
は
'
『
和
訓
莱
』
の
方
言
は
と
ら
ず
'
｢
の
ぼ
せ
き
り
な
り
｣
と
い

ぅ
語
源
説
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
｡
ま
た
'
例
二
十
八
の
よ
う
に
'
『
和
訓

莱
』
で
は
方
言
と
し
て
い
な
い
語
を
'
他
の
資
料
に
よ
っ
て
方
言
と
し
た
例
も

あ
る
｡
前
述
の
よ
う
に
'
方
言
の
引
用
で
は
､
『
和
訓
莱
』
よ
り
『
物
類
称
呼
』

の
方
を
重
視
し
'
さ
ら
に
『
物
類
称
呼
』
よ
り
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
方
を
重

視
す
る
傾
向
が
あ
る
｡
械
斎
は
『
和
訓
莱
』
を
方
言
資
料
と
し
て
よ
り
'
語
義

や
語
源
説
の
資
料
と
し
て
扱
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

例
三
十
三

鴨
･
･
･
(
-
○
按
驚
家
養
者
'
今
俗
呼
二
矧
矧
矧
一
､

蓋
足
広
之
義
'
)

『
毒
注
』
巻
七
　
羽
族
部
　
三
十
四
表

例
三
十
四

あ
ひ
ろ

鷺
を
よ
め
り
　
足
広
之
義
也
　
あ
ひ
る
と
も
い
へ
り

『
和
訓
莱
』
後
編

こ
れ
は
'
『
和
訓
莱
』
か
ら
俗
語
と
そ
の
語
義
を
引
用
し
た
も
の
だ
が
'
俗

語
や
方
言
だ
け
で
な
く
　
『
和
名
抄
』
の
和
訓
の
語
義
も
'

引
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
｡

『
和
訓
莱
』
か
ら

例
三
十
五

鎌
-
(
所
交
反
'
又
音
消
'

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

加
止
利
､
○
-
谷
川
氏
日
'
蓋
堅
織
之
義
'
)

『
筆
圧
』
巻
三
　
布
南
部
　
九
十
三
表

こ
の
他
に
も
'
百
箇
所
以
上
に
士
活
の
名
を
挙
げ
て
語
義
説
や
語
源
説
を
引

用
し
て
い
る
｡
椴
斎
が
『
和
訓
莱
』
を
こ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
た
理
由
の
一
つ

と
し
て
'
『
和
訓
莱
』
が
見
出
し
語
に
『
和
名
抄
』
の
和
訓
を
多
く
用
い
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
そ
し
て
そ
の
見
出
し
語
に
つ
い
て
'
語
義
や
語
源
'

現
在
の
称
呼
'
方
言
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
｡
『
筆
圧
』

釈
書
で
あ
る
か
ら
'
『
和
訓
莱
』
の
こ
う
し
た
記
述
は
'

い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
｡
そ
の
た
め
'
『
筆
圧
』

莱
』
を
常
に
横
に
置
き
'
参
考
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

は
『
和
名
抄
』
の
注

実
に
利
用
価
値
の
高

執
筆
の
際
'
『
和
訓

6
　
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
の
照
合

続
い
て
､
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
の
照
合
を
行
う
｡
こ
の
本
草
書
は
'
小
野

蘭
山
の
著
作
で
'
そ
の
本
草
学
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
大
著
で
あ
る
｡
こ
の

書
の
特
色
は
'
詳
細
な
解
説
と
と
も
に
､
多
数
の
方
言
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
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で
あ
る
.
全
国
の
方
言
を
収
録
し
'
寓
一
万
語
に
及
ぶ
.
当
時
の
方
言
資
料
と

し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
｡
椴
斎
も
参
考
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
､

毒
注
部
分
に
度
々
蘭
山
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

＼

′

さ

ノ

.

鰻
魚
-
(
音
天
'
売
奈
度
'
○
-
小
野
蘭
山
日
､
鮮
魚
､
紀
伊
謂
二
之
引

~

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

/

＼

/

ヽ

/

.

＼

ノ

都
菩
一
'
伊
豆
謂
二
之
宇
美
具
治
奈
波

＼
/
ヽ
　
　
　
…

'
安
房
謂
二
之
奈
万
太
㍉
其
字
奈

『
筆
圧
』
巻
八
　
龍
魚
部
　
十
三
表

度
'
以
鰻
牒
魚
'
充
レ
之
為
レ
允
)

例
三
十
六

ヽ

ヽ

ヽ

＼

く

J

く

く

ノ

鮒
-
(
音
小
'
今
案
俗
云
氷
魚
是
也
'
-
○
-
小
野
氏
日
'
筑
前
謂
二
之

例
三
十
九

＼
/
＼
/
ヽ
′
>

鮮
魚
ウ
ツ
ボ
(
紀
州
)
ウ
ミ
グ
チ
ナ
ハ

劇
団
例
刊
一
'
鹿
部
謂
二
之
之
良
伊
乎
1
 
,
出
雲
謂
二
之
伊
左

~

~

~

1

　

　

　

　

＼

/

ヽ

　

　

…

　

　

ノ

々
又
伊
左
々
比
乎
∴

『
筆
圧
』
巻
八
　
龍
魚
部
　
三
十
裏

威
鄭
謂
二
之
比
輿
呉
,

又
之
良
比
輿
呉
J
 
t
)

例
三
十
七

鎗
残
魚
｡

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

ノ

し

ー

く

ノ

し

ノ

　

　

　

　

　

　

　

l

.

＼

　

…

　

ノ

し

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

_

　

　

　

　

　

　

　

＼

′

ヽ

/

一
種
シ
ロ
イ
ヲ
(
筑
前
)
一
名
シ
ラ
イ
オ
(
肥
前
)
イ
サ
ヾ
(
雲

＼
/
ヽ
/州

同
名
ア
リ
)

イ
サ
ヾ
ビ
ヲ
(
同
上
)
　
ヒ
ヨ
ゴ
　
(
勢
州
)
　
シ
ラ
ヒ
ヨ
ゴ

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
十
　
二
十
九
裏

両
者
を
照
合
し
た
結
果
､
俗
語
は
六
十
例
､
方
言
は
八
十
九
例
の
一
致
が
あ
っ

た
｡
一
致
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
第
八
巻
で
あ
っ
た
｡
こ
の
巻
は
'
龍
魚
部
'

魚
貝
部
'
虫
者
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
'
方
言
が
生
じ
や
す
い
内
容
で
あ
り
､

ま
た
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
内
容
と
も
合
致
す
る
も
の
で
も
あ
る
｡
こ
の
第
八

巻
で
は
'
『
毒
注
』
の
俗
語
･
方
言
の
六
割
以
上
が
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
と
一

致
し
て
い
る
｡
こ
の
第
八
巻
に
は
'
八
十
九
例
の
一
致
が
あ
る
が
'
蘭
山
の
名

が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
先
の
例
三
十
六
と
次
の
二
例
だ
け
で
あ
る
｡

例
三
十
人

＼

′

之

ノ

し

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

_

　

　

　

　

　

　

　

＼

/

≦

ノ

(
豆
州
　
熱
海
)
ナ
マ
ダ
(
房
州
)

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
十
　
四
十
一
表

例
三
十
六
㌧
三
十
八
以
外
で
は
､
蘭
山
の
名
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
'
そ
の
内

容
の
一
致
は
著
し
く
明
ら
か
に
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
か
ら
の
引
用
と
わ
か
る
｡

蘭
山
の
名
が
見
ら
れ
な
い
の
は
'
そ
れ
が
語
桑
の
み
の
引
用
だ
か
ら
で
あ
る
｡

椴
斎
は
'
各
氏
の
説
を
引
用
す
る
際
に
は
そ
の
名
を
挙
げ
'
単
に
語
桑
を
引
用

す
る
際
に
は
名
を
省
-
傾
向
が
あ
る
｡
蘭
山
の
名
は
『
筆
圧
』
全
体
で
は
五
十

二
箇
所
に
見
ら
れ
､
決
し
て
少
な
-
は
な
い
｡
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
説
明
部

分
を
引
用
す
る
際
に
は
名
を
挙
げ
て
あ
る
の
で
あ
る
｡

例
四
十

線
･
･
･
(
音
免
'
妨
色
立
成
云
､
娩
避
倍
,
云
久
知
､
〇
･
･
･
小
針
か
日
,

『
筆
圧
』
巻
八
　
龍
魚
部
　
二
十
五
表

二
三
寸
名
伊
之
毛
知
'
)

例
四
十
一

石
首
魚
-
小
二
テ
二
三
寸
ナ
ル
ヲ
　
イ
シ
モ
チ
(
同
名
ア
リ
)
ト
云

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
十
　
十
表
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『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
方
言
は
多
-
引
用
さ
れ
て
い
る
が
'
『
本
草
綱
目
啓

蒙
』
で
は
方
言
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
'
地
名
を
書
か
ず
に
俗
語
と
同
じ
扱
い

を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

例
四
十
五

蛤
蟻
　
か
ま
き
り
(
一
名
い
ほ
じ
り
)

『
大
和
本
草
』
巻
十
四
　
陸
島
部

『
物
類
称
呼
』
巻
二

例
四
十
二

蛤
嘩
-
(
普
飼
二
音
､
以
保
克
之
利
'

1

･

＼

ノ

>

○
-
今
俗
呼
二
加
万
幾
利
∴
相

例
四
十
六

い
ぼ
む
し
り
　
和
名
抄
'
本
草

今
か
ま
き
り
と
い
ふ

＼
′
ヽ
′模

謂
二
之
以
保
之
利

.

1

1

　

　

　

　

＼

/

ヽ

(

ノ

t

l

ノ

一
㌧
戎
日
二
以
保
久
比
㍉
陸
奥
謂
二
之
以
保
佐
之
∴

『
集
注
』
巻
八
　
虫
者
部
　
六
十
表

戎
日
二
以
保
克
之
】
 
､
)

例
四
十
三

蛤
蛾
イ
ポ
ム
シ
リ
(
和
名
紗
)

＼
/
＼
/
＼
/
＼
/

カ
マ
キ
リ
(
京
)
イ
ポ
ム
シ
(
奥
州
)
イ

ボ
サ
シ
(
同
上
)
イ
ポ
ジ
リ

州
)
　
カ
マ
キ
リ
テ
ウ
ラ
イ

(
江
戸
)
　
ハ
イ
ト
リ
ム
シ

＼
/
ヽ
く
ノ
し
ノ

(
相
州
)
イ
ボ
ク
ヒ
(
同
上
)
カ
マ
カ
ケ
(
雲

(
肥
前
)
カ
ワ
ミ
ソ
(
信
州
)
カ
マ
ギ
ツ
テ
ウ

(
同
上
)『

本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
三
十
五
　
十
三
裏

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
｢
カ
マ
キ
リ
｣
が
京
の
方
言
と
さ
れ
て
い
る
が
､

椴
斎
は
地
名
を
省
略
L
t
俗
語
と
し
て
記
述
し
て
い
る
｡
こ
の
｢
カ
マ
キ
リ
｣

は
'
他
資
料
で
は
見
出
し
語
と
な
っ
て
い
る
｡

例
四
十
四

巴
に
F
m
U

蜂
蟻

『
和
訓
莱
』
上

械
斎
は
'
｢
カ
マ
キ
リ
｣
が
他
資
料
で
は
見
出
し
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'

京
の
方
言
で
は
な
-
俗
語
と
し
た
の
で
あ
る
｡
信
用
の
お
け
る
資
料
で
あ
っ
て

も
'
そ
の
記
述
の
引
用
に
際
し
て
､
他
資
料
と
常
に
照
合
L
t
適
切
な
記
述
を

行
っ
て
い
る
｡
い
か
に
各
資
料
に
精
通
L
t
よ
り
正
確
な
記
述
を
心
が
け
て
い

た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

五
㌧
方
言
収
録
の
意
図

植
斎
は
'
『
毒
注
』
の
記
述
に
な
ぜ
方
言
を
取
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
様
々

な
資
料
か
ら
方
言
を
引
用
し
て
い
る
が
'
そ
れ
ら
の
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
言
を
全
て
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
｡

例
四
十
七

禰
派
桃
-
(
之
良
久
知
'
一
云
古
久
波
､
○

部
亦
呼
二
古

久
波
1
 
'

.

.

.

∫

.

.

1

1

　

　

　

　

＼

/

＼

さ

ノ

呼
二
之
良
久
知
一
㌧
紀
伊
呼
二
之
良
久
知
∴

.

ー

＼

く

ノ

又
呼
二
古
久
波
J
 
t
薩
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感
呼
二
重
~
劇
加
到
.
 
,
即
古
久
波
之
韓
,
)

『
隻
注
』
巻
四
　
器
皿
部
　
九
十
四
表

『
筆
圧
』
巻
九
　
果
鹿
部
　
五
十
九
表

例
五
十

例
四
十
八

鶴
･
･
･
(
多
加
倍
,
〇
･
･
･
割
矧
矧
矧
謝
剛
脚
,
即
日
褒
戎
謂
二
之
矧
油
.
)

禰
族
桃
　
シ
ラ
ク
チ
(
和
名
抄
　
紀
州
　
奥
州
)
　
コ
ク
ハ
　
(
紀
州
)
　
コ
ク

ー
＼
/
＼
/
＼
/
＼
/

ヲ
ウ
(
同
上
)
　
コ
ク
ハ
　
(
南
部
)
ヤ
マ
ナ
シ
　
ャ
ブ
ナ
シ
　
(
濃
州
)
テ
ン

『
隻
注
』
巻
七
　
羽
族
部
　
三
十
五
表

ビ
ラ
リ
(
土
州
)
リ
ン
ロ
ク
(
同
上
)
ナ
シ
カ
ヅ
ラ
(
薩
州
)
ゴ
ツ
カ
ウ

＼

/

蔓

(
同
上
)
カ
ナ
カ
ゾ
ラ
(
蛮
州
)
　
ヲ
モ
リ
コ
ブ
ノ
コ
　
(
阿
州
)
ニ
キ
ヤ
ウ

(
羽
州
)

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
二
十
九
　
六
表

も
っ
と
も
'
全
て
の
方
言
が
古
語
の
残
存
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
｡
例
九
の

ゴ
ハ
は
古
語
の
残
存
で
は
な
い
｡
し
か
し
､
多
-
の
方
言
が
古
語
の
残
存
を
示

す
た
め
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
'
『
和
名
抄
』
　
の
見
出
し
語
の
説
明
の
た
め
に
方
言
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
｡

こ
こ
で
は
'
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
か
ら
方
言
を
引
用
し
て
い
る
が
'
そ
の
全

て
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
｡
｢
シ
ラ
ク
チ
｣
｢
コ
ク
ハ
｣
｢
ゴ
ツ
カ
ウ
｣

の
三
語
を
と
り
'
後
は
引
用
し
て
い
な
い
｡
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
'
方
言

の
引
用
の
後
の
｢
即
古
久
波
之
韓
､
｣
と
の
記
述
で
あ
る
｡
こ
れ
は
薩
摩
の
｢
ゴ

ツ
カ
ウ
｣
が
｢
コ
ク
ハ
｣
の
転
靴
で
あ
る
'
と
の
意
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
り
'

『
和
名
抄
』
の
和
名
｢
古
久
波
｣
が
方
言
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
｡
『
和
名
抄
』
の
他
に
も
､
『
新
撰
字
鏡
』
『
万
葉
集
』
等
の
語

嚢
が
方
言
に
残
存
し
て
い
る
場
合
に
そ
の
方
言
を
引
用
し
て
い
る
｡

例
五
十
一

膨
蝶
-
(
今
俗
呼
二
土
呂
雅
爾
'
米
都
夫
穫
賀
爾
'
米
也
美
賀
爾
､
久
曾

矧
翠
者
是
也
'
)

『
毒
注
』
巻
八
　
亀
貝
部
　
五
十
二
裏

例
五
十
二

蟹
カ
ニ
-
膨
蝶
ハ
ド
ロ
ガ
ニ
　
メ
ツ
プ
レ
ガ
ニ
(
勢
州
)
メ
ヤ
ミ
ガ
l
〓
同

上
)
　
ク
ソ
ガ
ニ
(
備
前
)
　
ベ
ン
ツ
　
(
予
州
)

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
十
一
十
三
裏

例
四
十
九

箸
等
-
(
加
太
美
'
○
-
今
西
俗
呼
二
伊
加
度
】
'

伊
香
留
㍉
伊
香
留
之
名
'
見
二
新
撰
字
鏡
∴
東
俗
呼
二
邪
留
㍉
即
伊
奮

留
之
省
'
)

蘭
山
の
名
は
な
い
が
'
明
ら
か
に
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
｡

し
か
し
'
全
て
の
地
名
が
省
略
さ
れ
て
お
り
'
ま
た
最
後
に
あ
る
方
言
｢
ベ
ン

ツ
｣
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
｡
こ
の
蟹
に
つ
い
て
は
'
『
和
名
抄
』
で
は
和
名
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が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
'
｢
ド
ロ
ガ
ニ
｣
以
下
の
語
嚢
が
'
こ
の
蟹
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
た
め
'
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
｢
ベ
ン
ツ
｣
で

は
ど
の
よ
う
な
蟹
な
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
た
め
に
'
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

ぅ
｡
ま
た
､
｢
メ
ツ
プ
レ
ガ
ニ
｣
以
下
の
方
言
は
古
語
の
残
存
で
は
な
い
｡
従
っ

て
'
そ
れ
ら
は
方
言
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
方
言
は
古
語
の
残
存
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
｡

但
し
こ
れ
は
京
'
江
戸
を
除
-
地
方
の
方
言
で
あ
る
｡
京
'
江
戸
､
関
西
､
関

東
'
西
'
東
と
い
っ
た
地
名
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
方
言
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
｡

植
者
の
い
う
｢
今
俗
｣
と
は
､
平
安
時
代
の
古
語
に
対
す
る
江
戸
時
代
語
を
指

す
｡
平
安
時
代
と
江
戸
時
代
で
は
称
呼
が
大
き
-
変
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
'

今
で
は
こ
う
呼
ん
で
い
る
'
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
｡
京
と
江
戸
の
方
言
も
こ

れ
に
相
当
L
t
当
時
の
京
で
の
称
呼
'
江
戸
で
の
称
呼
を
挙
げ
'
古
語
の
残
存

で
な
-
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
｡

次
の
例
は
'
椴
斎
の
方
言
の
引
用
基
準
を
よ
り
よ
-
表
し
て
い
る
｡
京
'
江

戸
の
方
言
は
古
語
の
残
存
で
な
-
て
も
取
り
上
げ
'
そ
の
他
の
方
言
は
古
語
の

残
存
の
み
を
引
用
し
て
い
る
｡
や
や
長
い
が
'
参
考
と
し
た
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

の
記
述
と
併
せ
て
挙
げ
て
お
き
た
い
｡

例
五
十
六

鯖
-
(
音
容
'
知
々
加
布
利
'

I

.

.

-

＼

/

＼

/

〇
･
･
･
今
俗
呼
二
加
日
加
.
 
'
京
俗
呼
二
例
之

劃
矧
一
㌧
避
泊
威
榔
謂
二
之
知
々
元
古
1
 
'

石
部
騨
日
二
知
元
古
㍉
戎
日
二

劉
矧
｣
勅
封
.
 
,
頑
泌
日
一

知
々
古
宇
一
､
一
種
相
似
而
小
､
背
黒
色
腹
油
色

＼
/
＼
/

無
レ
鱗
者
､
杜
父
魚
之
淡
黄
黒
色
有
二
黒
斑
細
鱗
一
異
'
京
俗
呼
一

鋸
団
地
一
㌧
避
氾
ガ
誠
謂
二
之
知
々
元
加
不
利
一
㌧
又
謂
二
登
知
元
加
不
利
㍉

是
知
知
加
不
利
之
樽
謁
也
'

＼
/
＼
/
＼
/
>

江
戸
俗
呼
二
太
菩
波
些
者
又
是
類
也
'
)

『
筆
法
』
巻
八
　
龍
魚
部
　
二
十
六
表

例
五
十
四

紙
老
醜
･
･
･
(
-
○
今
俗
登
批
太
古
即
是
'
又
島
影
呼
二
村
割
嘉
､
感

＼
/
＼
/西

謂
二
之
釧
矧
一
㌧
)

『
筆
圧
』
巻
二
　
術
聾
部
　
百
九
表

例
五
十
七

杜
父
魚
　
カ
ジ
カ
(
古
歌

.

_

_

.

_

2

ノ

仙
董
)
カ
ハ
カ
ジ
カ
(
仙
董
)
イ
シ
モ
チ
(
京
)

カ
ハ
ヲ
コ
ゼ
(
伏
見
)
ゴ
ロ
モ
チ
(
同
上
)
り
タ
ウ
タ
ヒ
(
淀
)
子
マ
ル

(
嵯
峨
)
子
ン
マ
ル
(
共
同
上
　
同
上
)
ウ
シ
ヌ
ス
ビ
ト
(
播
州
)
ス
デ
ツ

コ
　
(
同
上
)
ド
ウ
マ

!

　

＼

/

＼

ノ

＼

/

>

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＼

　

…

　

ノ

し

ノ

ン
(
江
州
)
テ
ン
コ
　
(
石
部
)
ト
テ
ン
コ
　
(
同
上
)

例
五
十
五

辱
･
･
(
-
和
名
由
止
利
､
-
○
-
A
蔀
俗
呼
.

都
保
葬
者
犀
是
也
'
)

1

　

　

　

　

＼

/

.

＼

ノ

両
加
久
利
∴
東
俗
呼
二
須

『
筆
圧
』
巻
三
　
舟
車
部
　
六
十
七
裏

＼
′
＼
/
ヽ
′
＼
ノ

チ
,
ン
コ
(
彦
根
)
子
ン
カ
ボ
(
駒
井
村
)
ボ
ン
ノ
コ
　
ム
コ
　
ド
ボ
(
共

同
上
)
ト
ホ
(
備
前
)
ド
ゥ
ボ
ウ
(
同
上
)
ド
ン
ボ
ウ
(
筑
前
)
ド
ン
ボ

(
同
上
)
ド
ボ
ウ
ズ
(
備
前
　
作
州
)
ア
プ
ラ
ハ
ゼ
(
務
州
　
西
修
)
ク

チ
ナ
ハ
ド
ン
コ
　
(
同
上
　
同
上
)
カ
コ
ブ
ツ
(
越
前
　
福
井
)
イ
シ
ビ
シ

(
敦
賀
)
イ
シ
ビ
ス
(
同
上
)
テ
ン
ジ
ョ
(
同
上
)
ク
ロ
テ
ン
ジ
ヤ
ウ
(
共
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六　五　四　三
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同
上
　
同
上
)
グ
ズ
(
越
中
　
同
名
ア
リ
)
ド
ン
ゴ
ロ
　
(
筑
波
)
ド
ン
ク

ウ
　
ド
ン
コ
　
(
共
同
上
同
名
ア
リ
)
ド
ン
コ
ツ
(
勢
州
　
亀
山
)
ド
ゴ
ズ

ゴ
(
同
上
)
ダ
ン
ギ
ボ
ウ
(
共
同
上
　
桑
名
)
ド
ン
ゴ
ウ
(
肥
前
)
ド
ン

コ
ウ
(
防
州
)
ゴ
ツ
ポ
　
ホ
ン
シ
キ
シ
ャ
　
サ
ム
ラ
ヒ
(
共
同
上
)
ゴ
ン

_

l

＼

/

＼

/

ヽ

′

＼

/

パ
(
雲
州
)
カ
ハ
ギ
ス
(
加
州
)
チ
,
コ
ウ
(
阿
州
)
ゴ
モ
(
薩
州
)
ゴ

注
一
引
用
は
『
筆
圧
和
名
類
衆
抄
』
(
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
編

臨
川
書
店
刊
)
を
使
用
し
た
｡
(
　
)
内
は
割
り
注
部
分
｡
○
の
前
は

『
和
名
抄
』
の
記
述
'
そ
の
後
は
筆
圧
の
記
述
で
あ
る
｡
以
下
同
じ
｡

注
二
　
使
用
し
た
各
資
料
は
次
の
も
の
で
あ
る
｡

モ
ゾ
ウ
(
同
上
)
ベ
ト
(
佐
州
)
ベ
ト
カ
ヂ
(
同
上
)
ア
カ
ゴ
ウ
(
土
州
)

ア
ナ
ゴ
ウ
(
同
上
)
ア
ナ
ハ
ゼ
(
日
州
)
キ
ハ
チ
　
イ
カ
リ
イ
ヲ
　
シ
マ

ハ
ゼ
･
･
･
古
歌
二
詠
ズ
ル
　
カ
ジ
カ
即
此
物
ナ
リ
ト
云
1
説
ア
リ
　
杜
父
魚

ノ
1
種
相
似
テ
小
ク
背
ハ
黒
色
腹
ハ
油
色
ニ
テ
鱗
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
　
列
列
引

_

＼

′

ヽ

/

ク
ラ
ヒ
(
京
)
と
云
フ
-
大
和
本
草
ニ
ウ
ロ
､
コ
ト
云
フ
　
ヲ
ロ
､
コ
(
同

上
)
ド
ン
ツ
コ
(
線
州
)
ゴ
ロ
ッ
ポ
(
勢
州
　
山
田
)
ド
ロ
ボ
ハ
ゼ
(
秦

名
)
ク
ロ
ボ
ウ
ズ
(
亀
山
)
ク
ロ
ン
ボ
(
共
同
上
　
同
上
)

＼
ノ
＼
/

ダ
ボ
ハ
ゼ
(
江

＼
/
>戸

)
エ
ッ
タ
(
江
州

石
部
)
ト
チ
ン
カ
プ
リ
(
同
上
)
チ
､
ン
カ
プ
リ

＼

/

…

(
同
上
)
ア
ブ
ラ
魚
(
共
江
州
　
山
田
)
ヤ
マ
ド
ン
コ
ツ
(
防
州
)

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
四
十
　
二
十
二
裏

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
'
六
十
七
語
の
方
言
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
'
こ

の
う
ち
人
語
の
方
言
を
引
用
し
て
い
る
｡
京
の
｢
イ
シ
モ
チ
｣
'
江
戸
の
｢
ダ

ボ
ハ
ゼ
｣
以
外
は
古
語
の
｢
チ
チ
カ
フ
リ
｣
の
転
靴
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
を

引
用
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
様
々
な
資
料
を
駆
使
し
て
'
『
和
名
抄
』
所

収
の
古
語
の
注
釈
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
い
か
に
参
考
資
料
に
豊
富
な
方

言
が
あ
っ
て
も
'
あ
-
ま
で
も
『
和
名
抄
』
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
に
忠
実
で

あ
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

『
大
和
本
草
』
有
明
書
房
刊
　
仝
二
冊

『
和
漢
三
才
図
絵
』
日
本
随
筆
大
成
刊
行
曾
刊
　
日
本
随
筆
大
成

別
巻
　
全
二
冊

『
東
雅
』
吉
川
半
七
刊
　
新
井
白
石
全
集
　
第
四
巻

『
物
類
称
呼
』
八
坂
書
房
刊
　
生
活
の
古
典
双
書
　
第
十
七
巻

『
和
訓
莱
』
　
名
著
刊
行
会
刊
　
全
四
冊

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
刊
　
仝
一
巻

岩
波
文
庫
『
物
類
呼
称
』
解
説
(
東
条
操
氏
)
百
八
十
九
ペ
ー
ジ
｡

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
解
説
(
杉
本
つ
と
む
氏
)
八
百
七
ペ
ー
ジ
下
｡

岩
波
文
庫
『
物
類
称
呼
』
解
説
(
東
条
操
氏
)
百
八
十
九
ペ
ー
ジ
｡

『
物
類
称
呼
』
解
説
(
杉
本
つ
と
む
氏
)
百
九
十
三
ペ
ー
ジ
｡

な
お
'
杉
本
氏
は
'
｢
(
引
用
者
注
『
和
訓
莱
』
の
)
流
布
の
状
況
に
つ

い
て
は
明
言
で
き
な
い
が
'
何
ら
か
の
形
で
書
写
さ
れ
た
り
､
回
読
さ

れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡
植
着
は
'
『
和

訓
莱
』
の
写
本
を
所
有
し
て
お
り
'
刊
行
に
先
立
ち
'
写
本
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
｡
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